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。
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泌
安
全
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磁
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込

め
て
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っ
た
約
日
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判
判
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絞
り
餓
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氷
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照
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れ
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鶴
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て
る
ん
だ
ろ

を
せ
っ
せ
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織
し
て
い
ま
す
@
毎
回

2
時
間
同
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そ
う
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に
げ
を
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す
と
、
協
惜
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っ
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り
闘
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し
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ぐ
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開
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ワ
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ろ
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。
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汚
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史
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認
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大
に
成
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湾
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よ
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縫
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械
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。
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叫
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も
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---田側第

ひとりひとりが、まちの主人公。
まらは、そこに住む人のものα

ひとりひとりがそのまちの主人公です。

明日のあぴこをどのようなまちにしていくか、

みんなで努えてみたいと怠います。

あなたの問~:l?i寄せください。

絞めてぬ試みですが必殺あびこによる識変方訟を滋号入

れましたe 義務会4達書王室主義で主幸安芸を広げた至宝iこな勺ています，

記入約機i主、ご議室長とご務談巧土、 i主管主が記入Lてくだ

さいe 致事~lま大きく分11 て 5 つあります.番号の額に記入

して〈だ~\， ..c 長室f量的設IUI( Q V)(j..ご意見があれば、街

路iこ淡いてください。

員巨人を終えましたら‘キザト IJi車に沿ってハサミを入れ

ます。さらに祈り線lニt必γと折呼込み、周凶をのりづけし

て封書寄をiいγとく式之、いe 切手を貼る必要はありません。

校かんは10月3lflまでにお願い Lます。

記入の際のご注意

総合計画的室長主主{字書きが、今年7Hからスタートしたこと

は、広報あぴこ事 H1613主?で;1;総らせしたとね守です。総

合計殴{主事的行傍証主主重殺の総本と金る祭事建て久まちづ〈号

の跨緩やその袋線への獲量幸、手軽震を責訴す重要な計画です。

そこでま薬会議ι数祭2ぶ之島た号、苦言霊史的殺さんの率薮な意

交を反安全させたも的にするため、まちづく守金絵‘特にま

ちのずt色を紛らかにするためのアンケート鶏還をを行うこと

iこしましtニ。
広報を絞った総合計織に機するアンケ ト議還をは、総合

計碕策定員持望号円割謀総務年度から紛年1支までに、キ凶を合的

31iiIiTう子2主ですa

今回同アンケート繍1l'C"/主、終1こあびこの現状について

の設際が中心です。箭君んのご慾殺が、まちづ〈りの貴重

な資料となりますa 当ド曜まな術をお寄せください。なお言語

査の結果l立、広報あぴこ的事仕立立でお知らせする予定です。

砂問い合わせ 企歯議総合計院議事長2芸家手善隣 I号線225

総合計聞に活かしま

回答にと協力くださ ¥.'0

〈む裏話量的主空機iニ 後'f1)ト号線fこ 記長Z悪霊童をノ 1) ③窃ミF壱員占らず、
E霊祭を言語入L 淡ってハサミ告入れ づけ、鈴箆iこL その孟まポストへ

一一一一一究開一一一一一

報償有効期間1
総事15S.lfJO丹
31 Rまで

切手を貼らずに
お出Lくt!ちも匂

(受取人)

図
回
固

1

日
日

我掠子市我議子守 858護委指

我孫子市役所企画課行
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ウ. 雪之ゑ然足立iこっ L ‘ておfdJ~' Lます。

1.持i身 2，夫婦t:け 弘主主と子(2世代)

4. ~…f. 1/" (3世代)

5，奇的地

まちづくりアンケート第 1回

ID621~) 

三人投孫子市lこ総まわれてどのくらいになりますか。

1. 1年来i鈎 2. 1-2年 3. 3 -5年 4. 6-10年

5， ll'-20年 6 21年以上て'戦後から 7 輔自宅かわ

1，あなたのご家庭i二機Lておかjいします弓

実長良ことiこ該当する幸番号iニOfllを付けて干さも九

r，ご容所を記入Lて下きも、。藷lT!'lあるいは大守ーまでで章者I告ですc

(f'持・悲喜容寺、 ι母J~tf， 5 T!'l) 

オ，どのよヲな住宅にむ{主まいですかっ

(1)(主宅の所有について

l.f事家 2， 公営、公E喜グラ1m!主1む 3. 1"1守借家

4. lt'記 a 官 5.閥抗り

(2)住宅内耳3メ;iこつももて

1.一戸建(宗主事f時期を合t:) 2. 主総・鉄骨7.、…ト

3. *j宣ア"ート 4歩そめ!批

キ
ワ
ト
ヲ
綿
綿

そ
う
添
わ
な
い

内側 iこ折る

Ill. f是孫子m~fl;: í二対する義者証の4 メージに

ついてお鋭いしますL

ア~妥をまでの4注文の内容についてどう総

うか。該当する鏑所についてO織をつけ

てください。

イ， i投手苦主的判湖、1f齢、写遺書誌についてお伺いします。

(1)終日1.港 2. 1;: 

(2) 年員全 1. 10代 2. 20ft 3， 30ft 4， 4告代

5， 50代 吾， 6君ft 7. 70代以上

{達費装的場合は銭会するもめすべてにく)r:pをつけて下さいα)

1.農林漁業 2. i議:1:11営業 3 会社員 4，公務疑

5， 学'1' 6。主謀総 7， その後

ア.緑や本が多く E当然やm~護員長祭に恵まれている

1.語審夜や察務所、来場などがあって活気がみる

1.住み設けたい

2.どちらかと誘えはみ縫けてもよい

3. どちらでもない

4. どちらかと滋えl工移転したい

5.著書較したい

6.考えた

(3) 

ウ“空話機'"tlた住宅地が多〈伎みやすい
とがない

二人欽滋やパスが手主主主Lていてf9!'il1である

;1'，公害や災害から守られていて安全である

fJ. 史跨も多し文化的殺ザ高い

キ.j事球部総動も;話発で、心;基金zい人が多い

~î障'1 Iニ採る

不
満
足
で
あ
る

V，総合計語について、またこのアンケート識変について

ご意ゑがありましたらと記入ください。
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関機療器ぷ
j

~付を種接妨予

よ曹 Z 司書

室雲!第llliP書記百iお蓮の斡妊語体議

記 す ふ … … 一 一 -

~ t 1 !I\ 2 1li 1 1O~.I1 fl 
玄関戸‘円{えI

E若 機 」 島 田 10丹18日
建言内E!l1"大}

J両日21詰
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(ら)1983， ]0， 

智こやかちゃん

ワ
ン
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で

生
傷
が
た
え
な
い

金

蝿

ωl 
i東我孫子・ 1歳2かfl)

事
隣
接
麓
は
鶴
趨
機
関
で

人E罰昂撃する入i土、それぞ11の幼Ii主i震ま i滋

で輩てくださいひ

争入喜盟議内喜記事 10f: 15日{土)から

勢入額願書量綾子守 II月18 (失}午前号待

張緩ーとのr.奇い会bせはご主主i長〈だきい。
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熱
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し
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熱
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あ
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熱
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熱
を
ぷ
穏
な
い
保
つ
た
め
め
も
的
で
い
ゃ
が
み
了
供
に
我
孫
子
市
wm勝
会

一

…
る
。
制
刷
機
ゃ
う
わ
言
を
管
ヴ
と
き
、

ζ

と
が
あ
る
の
撚
議
朗
綴
…
い
に
い
さ
せ
る
も
の
で
は
主
い
α

勤
零
即
釈
一
世
円
尋
撚
努
吋
3
3
i
Z乏
2a
…

f
争;';争:争
iもi.isl‘iもi';'!昼

i争i‘;争
l
l
.
-
;
i
i
i‘

す
的
で
+
宥
明
相
粍
付
と
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・
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受
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伐
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っ
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受
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縫
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菜
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司
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仏
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史

認

れ

ま

せ

ん

。

一

れ
わ
れ
い
れ
日
十
九
日
二
日
ロ
ト
リ
家
賠
克
鷺
九
日
い
比
一

る
一
万
が
漆
ふ
れ
て
き
て
く
ど
き
い
。
一
く
あ
り
ま
せ
ん
。
陥
閣
議
桝
〓
猿
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叩
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て
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双
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縫
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潤
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湖
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問
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i
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問
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〈手車電定書深鶏会とカウント〉

þ-~寺Eヨ 10月1G8(協〉書籍ヨ~rþl上

惨臼絡 10Fl26紛OJく〉午前8ff哲30 t-襲撃会司5没頭午前Q詩

分 〈著書t間授線終書 悪霊謹HI空襲覇軍会〉
少滋吉野 つつじ妊ゲート…)).，著書

砂毒事総量産緩 衝p'l在住草皆、 守チー

ムアおく襲益事事者豊富む〉

T-I$し込みハガキとチーム名、

代義務())銃所、 氏苦弘、 書宣言語重量きま弓を

き記入し、 10王寺初日訟でこ我事草子治

陸軍二工会 〈寿H3…;17)fi823131へ

餓し込みくだ携し¥.

験実量量 殺F業主子市感工重量級人話番

IJ>後後 二F~義線ゲートifI…jレ話題会

我孫子受話器

望塁ラジデ三千戸の会i
ø~監事態会 101'ヨア8C金う午前偽善寺

から滋iE台宗oE廷セシターで

。点字勉強会 101'寺28B(金〉午露首

砂向日 切符30Eヨ(8)望書夫t!Jl上
砂集会我孫子事Ra買おむ さド義母8

善寺1(1分

惨3<:通 事主主義子力ら泡主張緩E!3Ce吉

武秩父餓〉揮監霊童まで

b終吉宮総 昼食、飲料7K
@言語い言語わせ殺辺惜824J521

|労災鱒業務怨んでも議設嬢i
診を望書害 怜F司29紛〈三仁〉午後守善幸か

ら4善幸まで く要望隠無料〉

験儀所二F~装中失コミュコティセ

ンター

紗遂事話先 手禁中央法律務華革新
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理雪型軽盤整愈恵国
主主控室から小学波紋での欝さんで 童書作要最体験宅去し Eごみ主主ぜんtJ. 県内のすべて¢主主燃綴および労

事訴しくi定義務総意書をつ〈りさまなん T-8緩 10尽待問〈翁〉から16Eおi 喜量言寄り やトタイマ 、三フjし1Iイ

11. 10月からスヲ トしさ聖母。 誌で14Eヨ字書言行事事後f昔、重量裁へ2 トなごぞ2言語む〉じ活費ド持される索議委

炉練習88害 関査当金援をヨ今後4ff幸 おずつ分宿し接選作業め体験ほかうF 低襲撃数tl10湾 1 ら:il:のように

3wきから6善寺訟で ィズニーランド箆学など。 日賀茂おれま亨包

砂磁F時刻在告主主悲観 惨事事費量おさ:'.18鐙以上の5転嫁o雪堅 苦>>8綴 3，33ofIl
砂指導 問調符淳子

易会資 10月781と決ま在。

砂量霊童話発 羽露支時89~わ68

:1;[(護老鳥取手毒季初できをまt'f1l)

炉著書加費 告筏湾内

IJ>申し込み住所、氏名、年齢、

望書霊寒気、 遂事昌先(機露首醤号〉考査説記

入し、毒事JJ[]震を添えて10月58務

意聖書著書幸喜重 417fIl 

験隠し、会わt宝 子葉労鍛害義議事降雪賃

金課四日472ぬ告4..fi211

i擁護ライブラリ由糟'1111，ムi
領事居留先住が三善晃o主主役会 では軍司金書震で務総尽ヘ 学善幸子供会、滋綴ザーク))."志

望警護蓄の夜祭ぬま更と指導者主行います。 炉問い合わt主・務務局 二F277~註 どで級車豊フィルム宅をど逮尽くだ芝生

b日毒事 10，ヨ16包〈臼〉午後守時受 事事務君E主主主諮問大喜善図48-1是認滋締役 い.(数育委員会事士会事罰聖霊祭〉

{昔、午後1路30分葬懇談 機霊童業雪雲E菱重注善事務慰問住171-ll'H1

易機話時 r自民会館大重量幾重 11

233ょす昭(鯨混声合綴 議拘主護室蘭コンクールi
'骨量担飽 もみじ、き霊わら繕予はか N村K害警lj"の主張主主協コンワ…

砂重量皇制 1(胤内〈定員2は潟)[，'1'君臨聖書大会奪行い霊安をま。

IJ>モデル合理署話器 女声合理護隊 fフ t-織を3・会場 111'苦138(Eヨ)NH

でうつーズ a ごEごJ-J K千葉滋送懸

砂主催主主総子会答濠議議 惨務総資事吾妻議内総住吉5で日ヨ総33

b後綴書室湾委員会 ま1'1月16閃から総務総ま1'41'寺18

b申し込み連結先 101'司108eまで さまでにさをきまれだ人

!こさ停車警のことお銭宮84-8お8

護霊F君促進言喜重軽露目 中央後総書籍発

12シターでは、決のヨil練ご3…スiご

ついて申し込みを受171¥117;;:90

炉劉線終el NC本総工器ご仁〈笹}級〉

第三幸運冷液綾瀬実任者き霊験霊童話毒事

習、インテリ3コデザイン、低温?議

接(0つiせ17)，治二五豪華塁童話毅i輩、

ブレス作業宣告盆殺害響、 NC'コィャ

E京総IJJ工。

炉開い会才Jt空 中央接持草罪君主義12ン

タ世俗34叩 23-4後2
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寿司産量制ぜきの板喜きさんtI自演の

緩まえ稜量賢建し、寿1レ毛筆書襲撃葺でサ

ピスし霊まZ言。演慈後遺量しみ主主ガ

らど童書官まく左さい。

排除隊 旬月刊尽く重量〉午詰主総務

'"語毒液 つつじ走査

砂文書象 ffiフヨ主主伎の老人クラブ会

護者(420名〉およぴ65設以」この…般

の人〈先意義1808)

惨串しJd.o敬 老人クラフ.主主童委{手会

長iこ時脅しiろんでくださ5い。一段の

人1品パ11キiこ往F号、氏名、年齢者を

羽認し繍剖I諜老人援護被害義へ10)'菩?
と3霊堂之?に申し込ん-cくださし」

惨従事基 ffj毒量級車副長話河期正当

炉問草寺 E語道雲水護憲お午後6昨春初分

かをう8時3α¥}さまで

砂韓署夏時 硲民会館

砂Z龍吉軍機続 出本総;!c

会喜O 5喜一線

砂会質汚主主玉01守

T-::t=繁 華完孫子rt.謡義語学習会

砂車露草里会および申し込み受け付け

101'ヨ58C水〉午後6善寺tJら術協会

員翠芸高4会議室霊

3フジp，大主手洋地聖書1:さおける日語

源努力への婦人の毅議文!こ喜善立する実

務総務数および体験心事基ブく量襲撃型

烹務総します。 00問15臼締綴るつ〉

惨獄事事 4紛孝義幸護持続ffi輩王3校1:':

Eヨヨド童書で〈外務人宅3霊露喜善で望書道告です〉

書芸コンタール傑勝

援プログラム シヲパン・スケル

ヅオ型車 1番目綴織作品20 リスト

:巡礼の年第3年よ J) rニ乞ステ荘

内竣本J ほか 5副i

惨白書寺 1lf!13B(目}午後 2時

砂入蝿科 大人1500f1l 評議授生以

下IOOOf1l(全白血筋}

……ちびっこクリスマス銭湯一

庫4閲ピ yfJリ軽装によるぬいぐる

み人野綴

*1を持剛丈とSろとは、数のおねえさ

んといっしょにクリスャスソング

を歌うぃナーがあリます。

診を3善寺 12丹25日(日)1匝H1丑午

2巨建設午後3雲寺

bテーマ 〈苦警警 4 こここに打ち込

む)Iまか2点〈語益事響機童話i苛〕

砂締め切り 101'ヨ218く金〉

易展奪い合わせ・鰍務先手280

言襲Jちゃ宍4-14-14N H K '1'重量品質量霊

長事f鱈壬革めま奇襲J係官官472-27ω73竹

国間陸自
(警護襲、簿正式会二.6:1

9問158の告主主主の81之君主なみ、

車淑勢総境保検かS8翁と米妾筆者を

迎えだ人iこ長幾なあ況して記念総

11襲警られまし足。

i襲爵手緩め事懇きを怒1
'"量葺ilIi ポケット蔵官5附@中製

品長5(問問。

少予約繊切 10月BB
炉室告しあみ 荷役所企霊園喜望

ゆ⑧ O事場
4島本l'定ばよ工衛費量密淘総会長華人事品

綴より弱体長襲警言電華街祉の絞めにと

2万月())務li!ffありましだ。
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第b罪奪い合わt空・送信先 ;=260ト号砂入指揮料 800r号{金e由結}

千葉汚あ畿朝一1干葉線討議磁雪 i歩進鋒教脊委ぬ会

少年塁悪人約ま割以72-23叩 2395 I '"罪奪い合わせ 市民会結

俳人草壁券発銭高時 話器乎主主君事鴎※北

11ひらが被ダイエ一枚様子五否※フ

ックスススキ探荒弁護事務総主i!ll華暴

走空主義夜ポピー※十 綴縫1否認さ中央

公民主官道援市民会館内?'i;1i5ひろがリ

謁空間苦手隊湖北台分総務事民会総
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